
低地球環境負荷と省エネルギーにより、良好な建築環
境を創出することが求められている。このため、人体・
生物が持つ生理機構や自然智を利用することにより、高
品質な空間の創造と自律的制御を行いうる建築の研究開
発が必要と考えられる。筆者は、次世代省エネルギー建
築として、人体・生物の持つ環境生理機構を環境共生、
環境制御に模擬・応用した建築を環境調和型「バイオミ
メティック（生物模擬）建築」と呼び、これを実現する
ための研究開発を進めてきた。発汗、呼吸、鳥肌、ふる
えなどのヒトの生理機構を建築の環境制御に模擬し、応
用を図るもので、自律的に断熱性能を可変しうる屋根や
外壁の開発や、自律的に日射しゃへい性能を可変しうる
窓の開発などが挙げられる。本稿では、その一つとし
て、人体生理における体温調節機構としての発汗による
放熱作用に着目し、これを建築に模擬・応用した‘汗か
き建物’について紹介する。まず、‘汗かき建物’の概要
について述べ、つぎに汗かき屋根を施工した建物で得ら
れた熱的効果の実測結果について示す。

人体での発汗作用を支配している濃度勾配と浸透圧、
毛細管現象、力学的エネルギー、電位差などのメカニズ
ムを模擬・応用して提案した、‘発汗機能を持つ建物’を
意味する。その一つの方法として、新素材である感温性
ハイドロゲルを用いた汗かき屋根、汗かき壁（窓）を構
築し、建築における発汗機能を発現させた。感温性ハイ
ドロゲルとは、低温で吸水（膨潤）し、特定の温度（感温
点）以上で水分を排出（収縮）する機能を有し、熱可逆性
のある吸排水性樹脂である。この感温性ハイドロゲルを
用いて人体での発汗と同様に、感温点以下で吸水させ、
感温点以上で排水させることにより、屋根面等に散水を
行う蒸発冷却ではなく、必要時に自律的に発汗機能を有
する建材として構築したものである。
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1. 実測建物
事務所ビル［東京、RC造、地下3階・地上7階・塔屋

2階建］で、その屋根仕様、屋根平面図、測定項目・測
定点を第1図、第2図に示す。

2. 実測方法
既設建物の屋根の南側部分を対象として、夏期におけ
る、汗かき屋根部分と既設屋根部分の温度、熱流、下部
室（A室、B室）の温熱環境を実測し、両者を比較するこ
とにより汗かき屋根の熱的効果を評価した。
測定期間：2003年8月20日～9月2日
・第Ⅰ期（8月20日～8月26日）：屋根南側東半分の

み、汗かき屋根を施工し、汗かき屋根部分
（A室）と既設屋根部分（B室）の熱性能を比較

・第Ⅱ期（8月28日～9月2日）：屋根南側部分全て汗
かき屋根を施工し、既設屋根部分（B室）の
非汗かき時と汗かき時の熱性能を比較

環境調和型「バイオミメティック（生物模擬）建築」

はじめに 汗かき屋根の性能実測
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汗かき建物

第1図　屋上階平面図と測定点

第2図　屋根仕様と測定点
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3. 給水量の設定：7r/（m2日）、感温性ハイドロゲル
（（株）興人製）の吸水倍率（25～50倍：給水1～2日分設
定）、ハイドロゲルのブレンド比（重量比）：（感温点
20℃：25℃：30℃：35℃＝1：3：5：4）
4. 実測結果
第3図から第5図に実測結果の一例を示す。汗かき屋根
による熱的効果は以下の通りである。既設の非汗かき屋
根部分と比較した汗かき屋根部分の各値（実測期間中の
最大値）は、屋根外表面温度（38℃低下）、天井面表面
温度（3.8℃低下）、天井面熱取得（77％低下）、室内温
度（3.1℃低下）であり、また室内の快適性指標である
PMV（0.88向上）、不満足者率PPD（29.4％低下）とな
っており、汗かき屋根の熱的効果が大きい事がわかる。

人体生理における体温調節機構としての発汗による放
熱作用に着目し、この機能を建築壁体に発現させた汗か
き屋根を構築・施工し、その熱的効果を示した。本稿で
は‘汗かき建物’について紹介したが、現在、人体・生
物が持つ環境共生・環境制御機構を模擬・応用した各種
の要素技術研究開発と同時に、次世代省エネルギー建築
として、これらを統合した環境調和型「バイオミメティ
ック建築」の実現に向けた挑戦的研究を進めている。
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おわりに
第3図（A） 屋根外表面温度（室A）

第3図（B） 屋根外表面温度（室B）

第4図（A）
汗かき屋根表面温度
（35.0～35.5℃）

8月25日
12時51分

第4図（B）
既設屋根表面温度
（51.0～66.5℃）

8月25日
12時49分

第5図（A） 室内温度（室A）

第5図（B） 室内温度（室B）




